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ＴＡＮＡＫＡホールディングス株式会社 

田中貴金属工業株式会社 

 

Metalor Technologies International SAの株式取得（子会社化）に関するお知らせ 
 

田中貴金属グループの中核の会社として産業用貴金属事業を展開する田中貴金属工業株式会社（本

社：東京都千代田区、代表取締役社長執行役員：田苗 明）は、スイスを拠点に貴金属の回収精製事業な

どを展開する貴金属精錬会社 Metalor Technologies International SA（以下、「Metalor」という。）の

発行済み株式の 100％を取得する契約に調印したことをお知らせいたします。 

 
記 

 
1. 株式取得の理由 

当社は自動車、通信機器、家電製品、エネルギー、半導体など各種産業で欠かすことのできない、貴

金属を材料に用いた製品の開発・販売及び、スクラップからの貴金属の回収・精製などを行っておりま

す。 

Metalorは、スイスを拠点に高純度貴金属地金を中心とした回収精製事業、銀合金材料を使用した電気

接点事業、貴金属を使用した表面処理（めっき）薬剤・装置事業などをグローバルに展開する企業です。

回収精製事業では北米・欧州・アジアなどに拠点を持ち、各国で貴金属を含有するさまざまな材料の回

収精製を行っています。また、電気接点事業は独自の技術により欧州を中心に高い評価を得ているなど、

グローバルなネットワークと優れた技術力を有しています。また、表面処理（めっき）関連事業におい

ても、当社が参入していない欧州の装飾分野に独自のポジションを築いています。 

今回、Metalorを子会社化することにより、北米・欧州・アジアなど当社に回収精製拠点のない地域で

の事業拡大、Metalorが有する優良顧客に対する当社製品の販売加速、両社それぞれが得意とする電気接

点分野、並びに表面処理分野を最適に組み合わせることで、顧客ニーズに適した製品の販売拡大を図っ

ていきます。これにより、欧州・北米を中心としたグローバルな事業基盤の拡充や、成長性・収益性の

伸展を目指していきます。 

 

両社のコメントは以下の通りです。 

 

●ＴＡＮＡＫＡホールディングス株式会社 代表取締役社長執行役員 

田中貴金属工業株式会社 代表取締役社長執行役員         田苗 明 

 

Metalorと TANAKAは、ともに 19世紀の創業以来、貴金属精製・加工を生業とする企業として歩んで来

ました。この度､お互いに充分な検討を経た上で､Metalorを仲間に迎える判断を致しました。 

Metalorと TANAKAは､事業的にも地域的にも戦略の補完性が高く､お互いに経営を進化させる事で､大き

なシナジーを産み出し､TANAKAにとってもこれまでにない革新的なグローバル戦略を展開できる事に､大

いに期待しています。そして､貴金属業界にとって､これまで以上に大きな貢献が出来る事を､確信してい

ます。 

 

●Metalor Technologies International SA 

CEO, Philippe Royer 

 

The Tanaka group is definitely the best possible shareholder for Metalor.  Both companies enjoy a very 

strong reputation which is a key factor in the precious metals business.  In addition, our businesses are 

complementary in both geography and markets.  Thanks to the previous shareholders, Metalor has been 

able to invest extensively in Europe as well as in Asia and in the Americas.   The Tanaka group will bring 

a new level of shareholder stability and technological mastery.  The entire Metalor team supports this 

transaction and we hope it will close as soon as possible. 



2. Metalor Technologies International SAの概要 

（1）名称 Metalor Technologies International SA 

（2）所在地 スイス, ヌーシャテル 

（3）代表者の役職・氏名 CEO, Philippe Royer 

（4）事業内容 貴金属精製、めっき液・装置製造販売、電気接点製造販売 

（5）資本金 37.8百万スイスフラン 

（6）設立年月日 2000年 12月 29日 （創業 1852年） 

（7）大株主及び持株比率 Astorg Partners (50.5%) 

 

■TANAKA ホールディングス株式会社（田中貴金属グループを統括する持株会社） 

本社：東京都千代田区丸の内 2-7-3 東京ビルディング 22階 

代表：代表取締役社長執行役員 田苗 明 

創業：1885年  設立：1918年  資本金：5億円 

グループ連結従業員数：3,476名（2016年 3月 31日） 

グループ連結売上高：1兆 267億 723万円（2015年度） 

グループの主な事業内容：田中貴金属グループの中心となる持ち株会社として、グループの戦略的か

つ効率的な運営とグループ各社への経営指導 

HPアドレス：http://www.tanaka.co.jp（グループ）、http://pro.tanaka.co.jp（産業製品） 
 
■田中貴金属工業株式会社 
本社：東京都千代田区丸の内 2-7-3 東京ビルディング 22階 
代表：代表取締役社長執行役員 田苗 明 
創業：1885年  設立：1918年  資本金：5億円 
従業員数：2,218名（2016年 3月 31日）  売上高：1兆 54億 1150万円（2015年度） 
事業内容：貴金属地金（白金、金、銀ほか）及び各種産業用貴金属製品の製造・販売、輸出入 
HPアドレス：http://pro.tanaka.co.jp 
   
■田中貴金属グループについて 

田中貴金属グループは 1885年（明治 18年）の創業以来、貴金属を中心とした事業領域で 幅広い活動を展
開してきました。2010年 4月 1日にＴＡＮＡＫＡホールディングス株式会社を持株会社（グループの親会
社）とする形でグループ再編が完了しました。ガバナンス体制を強化するとともにスピーディな経営と機動
的な業務執行を効率的に行うことにより、お客様へのより一層のサービス向上を目指します。そして、貴金
属に携わる専門家集団として、グループ各社が連携・協力して多様な製品とサービスを提供しております。 
国内ではトップクラスの貴金属取扱量を誇る田中貴金属グループでは、産業用貴金属材料の開発から安定供
給、装飾品や貴金属を活用した資産としての貴金属商品の提供を長年に渡り行ってきました。今後も貴金属
のプロとしてグループ全体で、ゆとりある豊かな暮らしに貢献し続けます。 
田中貴金属グループの中核 5社は以下の通りです。 
 
・ＴＡＮＡＫＡホールディングス株式会社（純粋持株会社）  

・田中貴金属工業株式会社 

・田中電子工業株式会社  

・日本エレクトロプレイティング・エンジニヤース株式会社 

・田中貴金属ジュエリー株式会社 

 

 
 

 


